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第Ⅱ部
乾山文人画試論
大雅の詩―光と色の世界―
大雅二十代の作品―沈鬱と偏執と緊張―
大雅指墨試論
結城･下館時代の蕪村画
蕪村の微光感覚
行路の画家蕪村―その旅立ち―
池田時代の呉春

第Ⅲ部
玉堂と酒／米山人伝小考／米山人と武陵桃源／竹田と画帖―大和文華館所蔵
｢翰墨随身帖｣を中心に―／真景の理想化―竹田の山水図―／田能村竹田の勝利
／関東南画の成立と展開／文晁と藍瑛／文晁の中国画学習―『顧氏画譜』と『漂
客奇賞図』―／文晁の中国画学習―『書画甲観』と『集古十種』―／崋山と江
戸絵画

セザンヌと鉄斎 同質の感動とその由縁
山岸恒雄著
フランスの画家ポール･セザンヌと富岡鉄斎。両者の絵の同質性が何
に由来するものなのか、また何を意味するものなのかを、両画家の生
い立ちや教育、思想、哲学、人生観、芸術観などから解き明かす。▲

A5判・358頁／本体2,800円 ISBN978-4-7842-1796-0

原本『古画備考』のネットワーク
古画備考研究会編
東京藝術大学附属図書館に所蔵される朝岡興禎自筆の原本『古画備考』
を中心に、古画備考研究会が取り組んできた共同研究の成果。江戸後
期の知識人による知のネットワークが幕末から近代にかけての日本の
歴史に寄与した一端を解明する17論文･3コラムで構成した総合的論文
集。▲

A5判・498頁／本体9,200円 ISBN978-4-7842-1674-1

※中国文人画の近代 豊子愷の西洋美術受容と日本
西槇偉著
中国近代を代表する文人･芸術家である豊子愷(1898-1975)。「中国」「日
本」｢西洋｣という三つの視点を設けることにより、豊子愷が日本を通
して西洋美術を受容したことの意義を問うと同時に、「文化の越境者」
豊子愷の本質に迫り、20世紀日中知的交流の軌跡を検証する。▲

A5判・384頁／本体5,500円 ISBN4-7842-1230-2

岡倉天心 五浦から世界へ
茨城大学社会連携センター･五浦美術文化研究所編
東洋美術を世界に知らしめた岡倉天心が晩年過ごした茨城県の北端･
五浦(いづら)での生活と思索は、天心に何をもたらしたか。2016年9
月に行われた国際シンポジウムの記録。附録には、東日本大震災で流
出した六角堂の復元記録、天心の主要な遺品の解説をカラー掲載。▲

A5判・216頁／本体3,200円 ISBN978-4-7842-1931-5

岡倉天心の比較文化史的研究
清水恵美子著 ボストンでの活動と芸術思想
明治時代に美術分野で活躍した思想家、岡倉覚三(天心、1863-1913）
の、特にそのボストンでの活動に焦点をあてて考察。著者がアメリカ
で発見した新出資料などを駆使し、同時代の文化的状況、美術、演劇
など複眼的な視座からアプローチし、より立体的な解釈を試みる。

【2012年度芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞】▲

A5判・548頁／本体10,700円 ISBN978-4-7842-1605-5

近代京都の美術工芸 制作･流通･鑑賞
並木誠士編
明治・大正期の京都で制作・流通・鑑賞された絵画、工芸、建築、庭
園さらには定期刊行物や書物など広範なジャンルをとりあげて論じる
ことにより、近代京都の美術工芸をめぐる状況の解明を試みる。近代
京都の美術工芸研究を更新し、その作品や資料の評価、位置づけを問
い直す論集19篇。▲

A5判・608頁／本体11,000円 ISBN978-4-7842-1938-4

田能村竹田基本画譜［全2巻］
宗像健一編著
図版篇には厳選された140点(カラー95点･モノクロ45点)の作品を大型
図版で収録。解説篇には総論と基本作品の詳細を極めた個別解説のほ
か、題詩･落款･印譜･年譜などを収録。美術史以外にも、豊後(大分県)
の地誌編纂に携わるなどした竹田の多才にあわせ、大分県･煎茶･漢詩
･儒学･歴史など広範な研究に大いに益する。▲

B4判変・398頁／本体28,000円 ISBN978-4-7842-1566-9

文人画 往還する美
河野元昭著

作品そのものに誠実に向き合い、画像・文献を問わ
ずあらゆる史料を博捜する、堅実な学問的営為であ
りながら、広範な学識と鋭敏でしなやかな感性に支
えられた叙述力で、その時代を生きた作家たちの息
づかいまでが伝わる、豊饒な河野美術史の世界。

日本近世絵画史全体にわたる業績のなかから、知と
美の共演というべき文人画研究を集大成。

乾山・大雅・蕪村・呉春・玉堂・竹田・米山人・文
晁・崋山･･･彼らが中国文人画の影響のもと、何を学
び、何を理想として、どのような画境へ到ったのか―
―生き方をも含めた研鑽の跡をたどる26篇。

▲

A5判・752頁／本体15,000円 ISBN978-4-7842-1923-0

没後220年 蕪村
逸翁美術館・柿衞文庫編
与謝蕪村(1716-1783)の没後220年を記念し、逸翁美術館と柿衞文庫が
共同で編集。南画・俳画・嫁入手・扇面・草稿・短冊・俳書・書簡な
ど、新出作品もふくめ全176点を解説を付してカラーで収録。書簡に
ついては巻末に翻刻・解説を併載。▲

A4判・210頁／本体2,200円 ISBN4-7842-1162-4

京都 近代美術工芸のネットワーク
並木誠士･青木美保子編
人を中心とした、近代京都の美術工芸にまつわるヒト･モノ･コトのネ
ットワーク。ビッグネームだけでは構築されない美術工芸の現場をあ
ぶり出すことにより、よりヴィヴィッドな美術史が見えてくる。▲

A5判・352頁／本体2,500円 ISBN978-4-7842-1882-0

廣瀬淡窓
井上敏幸監修／髙橋昌彦編著
江戸時代後期、豊後日田に生まれ活躍した儒学者・教育者・漢詩人、
廣瀬淡窓(1782-1856)の評伝。淡窓の日記や自叙伝、著書をはじめ、
書簡や漢詩、周辺史料などから淡窓の生涯を再検討し、新たな淡窓像
を構築する。とくに漢詩を多くとりあげ、その背景についても解説。
著述と出版についても、最新の調査をふまえて詳細に検討する。▲

B6判・334頁／本体2,500円 ISBN978-4-7842-1817-2
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